
さわやかな風が吹く，すがすがしい季節となりました。４月に入学した１年生も，中央小学校の生活

に慣れ，楽しく元気に学校生活を過ごしています。また，その他の学年の子供たちも，向上心をもちな

がら学習や運動に一生懸命取り組んでいます。私たち教職員は子供たちの可能性を信じ，学校教育目標

の実現をめざし，子供たちの指導に全力で取り組んで参ります。 

 

令和６年度 中央小学校 教育目標 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５年生が 2泊 3日の冒険活動教室に行ってきました。この学習の目的は，自然と触れ合いながら様々

な体験活動を通して感動や達成感を味わうこと，また，友達と協力し助け合いながら困難を克服するこ

とでやり遂げる力を育むことです。子供たちは様々な活動を通して，宿泊学習の目的を達成することが

できました。そして，ひと回り大きく成長することができました。 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

   

 

 

＜目指す児童像＞【合言葉】 

１ 自ら考え 進んで学ぶ子【考える】 

２ 健康でねばり強くやりとげる子【やりぬく】 

３ 心豊かで 思いやりのある子【助け合う】 

 

＜目指す学校像＞ 

１ 子供 わくわくしながら登校し 満足できる学校 

２ 教職員 自分の力を発揮しやりがいのある学校  

３ 保護者 安心して子供を通わせられる学校 

４ 地 域 信頼できる地域とともにある学校 

基本目標  心身ともに健康で，気力にあふれ，夢に向かって創造力とたくましい実

践力を発揮し，新しい時代を拓く知性豊かな児童を育成する。 

楽しかった 冒険活動教室 

ザウルスキッズの合言葉：  



 

 

特別支援教育とは，支援を必要とするすべての子供に対して適切な教育が提供できるよう制度化され

たものであり，「困難や課題を抱えているすべての子供に対し，様々な関係者が連携しながら，一人一人

の児童のよりよい成長を支援していこう」というものです。特別支援教育では，弱視や難聴，知的障害

に加え，学習障害（注 1）や注意欠陥多動性障害（注 2），自閉症スペクトラム障害など，幅広い障害が

対象とされています。「学習面」「行動面」「社会性」など，お子様の様子で気になることがございました

ら，担任またはスクールカウンセラーにご相談ください。（SC との教育相談は定期的に実施しています。） 

（注１）学習障害とは，話す，聞く，読む，書くなど，一部の学習に困難が生じている状態。例えば，漢字が覚えられない，計算の 

仕方が身に付かない，筋道立てて話したり作文を書いたりすることが極めて苦手などの症状。 

（注２）注意欠陥多動性障害とは，順番やルールを守ることが苦手な「衝動性」，じっとしていることが不得手な「過活動」，ミスの 

   繰り返しや集中力が持続しにくい「不注意」などの側面が人より顕著に見られる症状。 

 

 

中央小学校は，宇都宮市の中心部にあるため，交通量が多く交通事故が心配な状況にあります。

そのため，子供たちが安全に登校できるよう，毎朝７名の交通指導員が子供たちの登校を見守って

くださっています。また，学校でも登校指導や下校指導，交通安全教

室などを定期的に行っています。子供たちが安全に生活できるよう，

引き続きご協力をお願いします。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめの根絶をめざして 
学校経営の重点目標である「いじめ対策」に関する本年度の取組についてお知らせします。 

◎いじめの防止に向けての日々の取組 

学校の様々な活動や学校行事，日々の学習，特に「道徳科」を中心とした授業を通して，「い 

じめは決して許されないこと」をしっかりと理解させるとともに，子供たちに「思いやりの 

心」や「規範意識」を育て，望ましい人間関係を築く力の育成をめざします。 

◎いじめの早期発見のための取組 

 日頃の観察，教育相談の実施，アンケートの実施等いじめを見逃さないための取組を行ってい 

きます。児童本人からの訴え，周囲の児童からの報告，保護者の方からの情報も早期発見のため 

にはとても大切です。お子様について，気になることや心配なことなどがありましたら，早い段 

階で学校へのご連絡をお願いいたします。 

※子供たちの日々の様子を発信しています。ホームページもぜひご覧ください。 

  統計（全国）によりますと，小学生の交通事故は，５・６月に特に多く発生しています。 

○ 状態別では歩行中の事故が最も多い。（過去５年合計で約６割を占める） 

○ 小学校１年生の歩行中死者・重傷者数は６年生の約3.6倍。（学年が低いほど割合が高い） 

○ １年生の交通事故の第１のピークは５月中・下旬。（下校中及び家に帰ってから） 

○ 歩行中死者・重傷者の約４割は飛出しが原因。 

これから梅雨の時期を迎え，傘をさす機会も増えてきます。子供たちが，安全に登下校できるよう，保

護者・地域の皆様には，引き続き見守り等のご協力をお願いいたします。 

交通事故から子供たちを守りましょう 

特別支援教育の充実をめざして 


